


野川サイクリング道路における舗装損傷の発生原因調査の
協力について

令和５年８月～１０月にかけて、調布市入間町の野川サイクリング道路（管理
者：狛江市）において、外環事業にて実施している掘進完了区間の巡回監視を
行った際に、舗装の損傷（大きさ約１０ｃｍ）を確認し、応急復旧を行いました
が、当該サイクリング道路の管理者への連絡を怠っておりました。

今般、野川サイクリング道路における舗装の損傷について、狛江市からの協力
要請を受け、原因調査へ協力してまいりますのでお知らせいたします。

令和５年１２月１日

○協力内容：
 野川サイクリング道路において、東日本高速道路（株）及び中日本高速道路（株）

（以下ＮＥＸＣＯ）が応急復旧した箇所で狛江市が行う原因調査のため、路面の開
削・復旧作業及び周辺部（谷戸橋～小足立橋）の路面下の空洞調査に協力してまい
ります。

 令和５年８月～１０月に発生した野川サイクリング道路の舗装損傷について、東京
外かく環状道路（関越～東名）の工事による影響の更なる確認を行うことを検討し
てまいります。

○調査日程：令和５年１２月以降、準備が整い次第
 調査にあたっては、サイクリング道路の通行ができない日程がございます。
 詳細な日程が決まりましたら改めて周辺にお住いの方々にチラシ等でお知らせいた

します。

・ ＮＥＸＣＯが応急復旧した箇所で狛江市が行う原因調査のため、必要

となる路面の開削、調査後の復旧作業をＮＥＸＣＯが行う予定です。

・ 応急復旧箇所周辺（谷戸橋～小足立橋）をハンディ型の地中レーダー

探査機を用いて路面下の空洞調査を行う予定です。
路面下空洞調査

（ハンディ型地中レーダー）

※野川サイクリング道路の路面下の空洞調査については、野川右岸側を管理する
狛江市及び野川左岸側を管理する調布市との調整を踏まえて実施する予定です。

狛江市

調布市



野川サイクリング道路の舗装の損傷の応急復旧対応
を踏まえた連絡体制の徹底について

令和５年８月～１０月にかけて、調布市入間町の野川サイクリング道路（管理
者：狛江市）において、外環事業にて実施している掘進完了区間の巡回監視を行っ
た際に、舗装の損傷（大きさ約１０ｃｍ）を確認し、応急復旧を行いましたが、当
該サイクリング道路の管理者への連絡を怠っておりました。

今般、舗装面の異常等が確認された際の連絡体制を構築しましたので、今後は、
事象が確認された場合には、速やかに関係者で情報を共有、協議した上で対応を検
討することを徹底してまいります。

○連絡の対応ポイント
・シールドマシン掘進済区間、掘進中区間に関わらず、舗装面の異常等の事象が確認された際は、
管理者へ連絡することを徹底する。

・また、事務所だけでなく、国土交通省、本社や支社、並びに他の共同事業者へも連絡する。
・必要な対応の判断に迷った時に備え、予め事務所からの相談先（助言者）を定めておく。
・これらを踏まえて、あらかじめ連絡体制を構築し、事象が確認された場合には、速やかに関係
者で情報を共有、協議した上で対応を検討することを徹底する。

令和５年１２月１日
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○連絡体制を構築

≪対象事象（例）≫

・地表面の異常

・工事関係機材の異常

・作業員の工事中事故

・第三者被害・交通事故

・災害、犯罪


